
日本 北米 欧州 その他 合計 海外割合

２０１０年 3853 413 884 307 5457 29.4% 訂正前
２０１１年 3112 262 805 261 4439 29.9% 訂正前

２０１２年 3106 171 464 493 4235 26.7%
２０１３年 3293 194 466 605 4558 27.8%
13／10年比 85.5% 47.0% 52.7% 197.1% 83.5%

（アジア他）*アジアが急上昇

地域別売上高の推移

ＯＫＩ連結の研究開発効率

61%

88%

60%

21%

-3%

33%
43%

64%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

０
３
年
～
０
５年

０
４
年
～
０
６年

０
５
年
～
０
７年

０
６
年
～
０
８年

０
７
年
～
０
９年

０
８
年
～
１
０年

０
９
年
～
１
１年

１
０年
～
１
3
年

（％）

年度 億円 億円 ％ 億円 億円 億円 ％

３月期 売上高 営業利益 営業利益率最終利益 総資産 自己資本 自己資本比率

２０１２年 4235 120 2.83 16 3681 411 11.2

２０１３年 4558 135 2.96 136 3492 561 16.1
１４年計画 4600 220 4.78 115 （復配）

OKIの連結決算内容

従業員数 　　　　　臨時従業員数

人数（正規） 人数 割合
２０１１年 16,69 7 1,85 7 10 .0% 18,5 54
２０１２年 16,73 6 2,86 8 14 .6% 19,6 04
２０１３年 17,45 9

総人数年度

OKIの臨時社員の割合(パート、契約、臨時など）

製 造 費 用 に 占 め る 労 務 費 の 割 合 　％
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研究開発効率＝
３年間の累積営業利益÷その前の３年間の累積研究開発費

２ ０ １ ３ 年 ６ 月 第 ２ ９ ９ 号沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

花言葉：予言・真心

会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を

願って創られました。正規・非正規を問

わず誰でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職

場を明るくする会」で検索して下さい。
連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

１
３
年
３
月
期
決
算

営
業
利
益
１
３
５
億
円
に
回
復

中
国
で
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
事
業
が
好
調
な
の

と
円
安
が
進
み
、
為
替
差
益
が
８
８
億

円
も
発
生
し
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
売

上
高
は
４
５
５
８
億
円
（
前
期
比
３
２

３
億
円
増
）
、
営
業
利
益
は
１
３
５
億

円
（
同
１
５
億
円
増
）
、
経
常
利
益
は

２
０
３
億
円
（
同
１
１
２
億
円
増
）
、

当
期
純
利
益
は
１
３
６
億
円
（
同
１
２

０
億
円
増
）
と
全
て
の
セ
グ
メ
ン
ト
で

増
収
と
な
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
の

技
術
開
発
を
促
進
す
る

先
端
技
術
の
流
出
を
く
い
止
め
、
Ｏ

Ｋ
Ｉ
ブ
ラ
ン
ド
の
技
術
開
発
を
一
層
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
研
究
開

発
効
率
（
営
業
利
益
対
比
）
は
０
７
年

〜
０
９
年
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
改
善
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
先
端

技
術
の
開
発
を
推
進
す
る
体
制
づ
く
り

と
技
術
を
支
え
る
人
材
の
育
成
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き

技
術
開
発
の
で
き
る
労
働
環
境
を

技
術
開
発
を
担
う
技
術
者
と
生
産
工

程
を
担
う
労
働
者
が
、
協
力
し
て
安
心

し
て
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
る
労
働
環
境

の
保
障
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
の

「
均
等
待
遇
」
、
労
働
時
間
短
縮
に
よ

る
正
規
雇
用
の
創
出
、
非
正
規
雇
用
の

労
働
条
件
改
善
、
な
ど
を
早
急
に
実
現

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
徹
底
と

何
で
も
い
え
る
社
風
の
改
革
を

ス
ペ
イ
ン
販
売
子
会
社
の
不
適
切
会

計
処
理
と
整
理
損
な
ど
で
３
５
０
億
円

も
の
損
失
を
出
し
ま
し
た
。
職
場
で
の

努
力
が
一
瞬
に
し
て
水
の
泡
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
不
正
な
行
為
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、
職
場
に
自

由
に
言
え
る
雰
囲

気
が
必
要
で
す
。

「
言
う
、
言
え
る
、

聞
く
」
の
自
由
で

闊
達
な
議
論
が
で

き
る
、
風
通
し
の
よ
い
社
風
の
改
革
が

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
回
復
に

社
会
的
責
任
を
果
た
す
企
業
に

デ
フ
レ
経
済
か
ら
の
脱
却
、
健
全
で

活
力
の
あ
る
産
業
が
成
長
す
る
た
め
に

は
、
な
に
よ
り
も
豊
か
な
国
内
市
場
が

存
在
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
内
需

拡
大
の
た
め
に
は
、
賃
金
を
引
き
上
げ
、

正
規
雇
用
が
当
た
り
前
の
「
安
定
し
た

雇
用
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
一
企

業
の
利
益
追
求
で
は
結
局
ジ
リ
貧
に
な

り
ま
す
。
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

梅
雨
入
り
の
前
、
田
植

え
の
終
わ
っ
た
水
田
は

美
し
い
。
古
代
よ
り
日

本
は
瑞
穂
の
国
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
。

「
米
」
と
言
う
字
は
八
十
八
回
も

人
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代

か
ら
農
民
の
努
力
に
よ
り
急
峻
な

地
域
で
も
耕
作
が
可
能
に
な
っ
た

（
棚
田
・
千
枚
田
）
。
技
術
開
発

に
よ
っ
て
、
寒
冷
地
の
植
物
で
あ

る
シ
ラ
カ
バ
林
の
間
に
水
田
が
広

が
る
風
景
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
▼
水
田
は
環
境
を
守
る
う
え
で

も
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

春
・
夏
の
雨
の
多
い
時
期
、
雨
が

直
接
川
に
流
れ
込
ま
な
い
た
め
の

調
整
機
能
。
蛙
、
泥
鰌
、
田
螺
な

ど
多
様
な
生
物
の
生
存
は
大
型
鳥

類
の
生
息
を
維
持
す
る
基
盤
に
な
っ

て
い
る
。
食
糧
と
し
て
の
米
以
外

に
も
多
く
の
効
果
を
生
ん
で
い
る

の
が
稲
作
で
あ
る
。
今
、
日
本
の

食
料
自
給
率
は
４
０
％
、
こ
の
数

字
は
砂
漠
地
帯
で
植
物
の
生
育
が

困
難
な
国
な
み
で
あ
る
▼
安
倍
自

民
党
内
閣
は
、
総
選
挙
の
公
約
を

投
げ
捨
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
の
参
加
を
決
定

し
た
。
貿
易
自
由
化
で
関
税
を
原

則
ゼ
ロ
に
す
る
会
議
で
何
が
起
こ

る
の
か
。
諸
外
国
の
安
い
農
産
物

が
輸
入
さ
れ
れ
ば
、
日
本
の
農
業

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
の
は

明
白
で
あ
る
。
自
民
党
は
、
日
本

の
高
い
技
術
力
で
農
産
物
の
高
級

化
、
農
業
の
大
規
模
化
、
株
式
会

社
化
な
ど
で
充
分
対
抗
で
き
る
な

ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
農
水
省
の

試
算
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
導
入
さ
れ

れ
ば
日
本
の
食
料
自
給
率
は
２
７

％
に
低
下
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

安
全
な
食
料
は
日
本
の
大
地
か
ら
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し
よ
う
。

ファイト
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過去２５年間で

沖電気

大卒初任給 １.３倍

( 15.7万円 ⇒ 20.55万円）

国立大

初年度納付金 １.６倍

（52万円 ⇒ 82万円）

沖
電
気
を
考
え
る

《
第
６
５
回
》

停
滞
す
る
初
任
給

今
年
、
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
に
は
２
５
１
人
の

新
入
社
員
が
入
社
。
高
卒
初
任
給
は
１
５
万
７

５
０
０
円
。
大
卒
は
２
０
万
５
５
０
０
円
。
５

年
間
同
じ
だ
。
学
費
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
な

の
に
、
就
職
難
と
低
賃
金
で
奨
学
金
の
返
済
延

滞
者
が
急
増
す
る
な
ど
若
者
が
苦
し
ん
で
い
る
。

高島屋 鈴木社長 （４・１４日経新聞インタビュー記事）

解雇規制の緩和に反対
雇用不安解消のため正社員化強化。

タ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

「
長
期
的
成
功
は

社
会
的
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
重
要
」

国
際
的
な
労
働
運
動
で
は
、

企
業
の
社
会
的
責
任
や
労
働

者
の
雇
用
や
権
利
の
擁
護
な

ど
「
企
業
の
行
動
規
範
」
の

国
際
的
な
締
結
を
追
求
す
る

活
動
が
拡
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
国
際
金
属
労
連

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
日
本
の
電
機
連

合
も
参
加)

加
盟
の
タ
イ
ム
ラ
ー

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
（
ド
イ
ツ
・

自
動
車
）
の

「
社
会
的
責

任
原
則
」
は

「
社
会
的
責

任
を
果
た
し
て
初
め
て
、
当

社
は
将
来
の
世
界
平
和
と
繁

栄
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
「
人
権
の
尊

重
」
「
機
会
均
等
」
「
同
一

労
働
同
一
賃
金
」
「
労
働
組

合
を
結
成
す
る
自
由
」
と
団

体
交
渉
権
の
尊
重
な
ど
の
ほ

か
、
「
あ
ら
ゆ
る
搾
取
的
な

労
働
条
件
に
反
対
す
る
」
な

ど
を
宣
言
し
て
い
る
。

高
島
屋
の
契
約
社
員
は
現
在

約
５
千
人
。
正
社
員
と
ほ
ぼ
同

数
で
貴
重
な
戦
力
だ
。
意
欲
が

あ
り
能
力
が
高
い
人
材
に
は
正

社
員
へ
の
門
戸
を
広
げ
る
。
す

で
に
有
給
休
暇
や
研
修
な
ど
で

正
社
員
と
契
約
社
員
と
の
差
は

小
さ
い
。

解
雇
規
制
の
緩
和
（
解
雇
の

自
由
）
が
話
題
だ
が
、
正
社
員

は
保
護
さ
れ
過
ぎ
て
い
て
、
解

雇
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と

の
議
論
も
あ
る
が
、
反
対
だ
。

正
社
員
が
解
雇
さ
れ
や
す
く
な

る
と
、
社
会
全
体
が
不
安
定
に

な
っ
て
し
ま
う
。
消
費
は
短
期

的
に
は
経
済
環
境
、
景
気
に
左

右
さ
れ
る
が
、
中
長
期
的
に
は

社
会
の
安
定
が
不
可
欠
だ
。

「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
・
社
会
」
を
追
求
す
る

世
界
・
日
本
の
流
れ

●

持
論

抗
論

●

利
益
優
先
の
原
発
輸
出

こ
れ
で
よ
い
の
か
？

安
倍
首
相
が
、
ア
ラ
ブ
首
長

国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
や
ト
ル
コ

と
原
子
力
協
定
を
結
び
、
原
発

を
こ
れ
ら
の
国
に
輸
出
す
る
姿

勢
を
露
骨
に
示
し
ま
し
た
。
ト

ル
コ
と
の
間
で
は
三
菱
重
工
業

と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
レ
バ
社
が
共

同
で
原
発
建
設
を
受
注
す
る
こ

と
で
合
意
、
政
府
主
導
で
日
本

の
原
発
輸
出
に
道
を
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
２
年
余
り
前

の
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
で

大
き
な
被
害
を
与
え
、
い
ま
だ

に
事
故
収
束
の
め
ど
も
た
た
な

い
日
本
の
政
府
が
率
先
し
て
原

発
輸
出
を
推
進
す
る
な
ど
、
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
元
気
に
育
っ
て
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

グ
ラ
ウ
ン
ド

の
側
溝
で
、
今

年
も
カ
ル
ガ
モ

の
ヒ
ナ
１
０
羽

が
、
親
鳥
の
周

り
を
泳
い
で
い

ま
す
。
時
折
水

に
も
ぐ
る
し
ぐ

さ
も
愛
ら
し
く
、
と
っ
て
も
癒
さ

れ
ま
す
。
昨
年
、
一
昨
年
と
ヒ
ナ

が
カ
ラ
ス
な
ど
に
襲
わ
れ
、
数
も

減
る
中
で
総
務
が
中
心
と
な
り
、

網
を
張
り
、
板
を
わ
た
し
た
り
し

て
無
事
に
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

行
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
小
さ

い
の
で
親
か
ら
は
ぐ
れ
て
違
う
と

こ
ろ
に
い
た
り
、
何
か
に
挟
ま
っ

て
し
ま
っ
た
り
と
気
が
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
日
も
側
溝
に
あ
る

何
か
に
挟
ま
っ
て
、
自
力
で
脱
出
、

ほ
っ
と
し
た
場
面
も
。
外
敵
に
負

け
ず
無
事
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

突
然
の
土
地
売
却

売
却
益
２
６
億
円

【
埼
玉
・
蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

３
月
１
９
日
、
蕨
地
区
の
帳
簿

価
格
１
２
・
３
億
円
の
土
地
（
１
・

７
万
平
方
㍍
）
が
４
５
・
３
億
円

で
売
却
さ
れ
た
。

当
面
の
リ
ス
ト
ラ
費
用
捻
出
の

た
め
に
小
金
井
グ
ラ
ン
ド
、
目
黒

ク
ラ
ブ
、
芝
浦
地
区
と
先
輩
た
ち

か
ら
受
け
継
が
れ
た
不
動
産
が
次
々

に
売
却
さ
れ
て
き
た
。

売
却
後
は
土
地
の
賃
借
料
を
払
っ

て
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
京

港
区
芝
浦
地
区
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
の
そ
れ
は
、
年
間
１
１
億
円

超
。
蕨
地
区
の
賃
借
料
は
未
発
表

だ
が
、
蛸
足
喰
い
経
営
は
い
つ
ま

で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。

職
場
の
暑
さ
対
策
を

【
群
馬
・
富
岡
】

梅
雨
入
り
し
て
製
造
部
の
屋
根

の
散
水
機
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

散
水
で
気
温
を
下
げ
る
効
果
が
大

き
い
と
、
設
置
時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取

材
に
来
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

Ｎ
１
棟
２
階
と
Ｎ
２
棟
３
階
は

屋
上
が
焼
け
て
下
の
階
よ
り
高
く

な
り
、
空
調
が
入
っ
て
い
て
も
、

他
の
職
場
よ
り
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
棟
の
屋
上
に
も
散
水
機
を
設

置
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

構
造
上
の
課
題
は
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
気
温
を
下
げ
る
た
め
の
塗

装
と
か
対
策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
場
に
よ
っ
て
は
、
エ

ア
コ
ン
が
入
っ
た
り
入
ら
な
か
っ

た
り
と
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
不
満
も
聞
か
れ
ま

す
。

宮
崎
転
勤
に

応
じ
な
い
な
ら
解
雇
だ

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

ロ
ー
ム
社
に
０
８
年
に
売
却
さ

れ
た
沖
電
気
八
王
子
事
業
所
（
半

導
体
）
は
会
社
名
も
変
わ
り
ま
し

た
。
相
次
ぐ
リ
ス
ト
ラ
で
従
業
員

の
７
割
は
退
職
し
て
約
１
３
０
０

人
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
王
子
地
区
の
ラ
ピ
ス
の
事
業

は
宮
崎
・
宮
城
な
ど
に
に
移
管
さ

れ
ま
し
た
。

定
年
後
再
雇
用
で
働
い
て
い
た

２
人
の
労
働
者
が
宮
崎
移
管
に
応

じ
ら
れ
な
い
と
し
て
、
関
東
地
区

で
の
雇
用
を
求
め
て
い
る
。
電
機

情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟
し
て
闘
い

を
続
け
て
い
ま
す
。
親
会
社
で
あ

る
ロ
ー
ム
社
に
対
す
る
要
請
も
行
っ

て
い
ま
す
。

別
に
、
宮
崎
異
動
の
辞
令
を
断

わ
り
解
雇
さ
れ
た
一
人
が
解
雇
撤

回
を
求
め
る
裁
判
闘
争
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

政
党
隠
し
、
政
策
隠
し
の

候
補
者
の
支
援
？

【
沖
労
組
員
か
ら
の
投
稿
】

労
組
の
委
員
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
も

応
援
し
て
い
る
東
芝
労
組
の
「
石

上
と
し
お
」
な
る
人
の
選
挙
支
援

ア
ン
ケ
ー
ト
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

労
組
の
新
聞
で
は
毎
回
の
よ
う

に
「
石
上
と
し
お
」
さ
ん
を
応
援

い

し

が

み

し
ょ
う
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い

ま
す
。
「
働
く
職
場
の
元
気
づ
く

り
」
「
家
族
の
絆
・
笑
顔
づ
く
り
」

「
地
域
の
安
心
・
安
全
づ
く
り
」

「
地
球
の
未
来
づ
く
り
」
の
４
つ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
の
言
葉
が
躍

る
だ
け
で
具
体
的
な
政
策
が
な
い

の
で
困
惑
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
ら
７
月
の
参

議
院
選
挙
民
主
党
の
比
例
候
補
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
民
主
党
は
消

費
税
の
増
税
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・
推

進
、
年
金
削
減
、
改
憲
・
・
・
。

政
党
隠
し
、
政
策
隠
し
で
は
な

い
で
す
か
。


